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足利法人会
だより

中橋３連アーチ移設工事（足利市提供）

(孔先生の弟子の)子貢が、「先生のお弟子
の子張と子夏とは、どちらがすぐれています
か。」と尋ねた。すると孔先生は、「子張は過
ぎているが、子夏は及ばない。」と答えた。そ
こで子貢は「ならば、子張の方がすぐれてい
るのですか。」と重ねてたずねると、孔先生
は、「ゆきすぎのあることと、及ばないことは
同じである。」と答えた。

通 釈

しこう とう、「し と しょう とは いずれか まされる。」と。
し いわく、「しや すぎたり。しょうや およばず。」と。
いわく、「しからば  すなわち しは まされるか。」と。
し いわく、「すぎたるは なお およばざるがごとし。」と。

（先進第十一⑮） 史跡 足利学校「論語抄」より

論 語 抄

子貢問、師与商也孰賢。
子曰、師也過。商也不及。
曰、然則師愈与。
子曰、過猶不及。
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故　相田　みつを
・ 大正13年、足利に生れる
・ 昭和17年、県立足利中学校を卒業
・ 同年、曹洞宗高福寺（家富町）の禅僧、武井哲應師に出逢い、
  在家のまま師事、仏法を学ぶ。平成3年12月逝去

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「しあわせはいつも」より

あなたに語る心の言葉

表紙 ：中橋３連アーチ移設工事（足利市提供）
既存の中橋の3連アーチを歩行者自転車道として使用するため下流側へ12.5m移設します。
1連アーチの重量は約250t、これを国内で数台しかない750t吊りクレーン2台で移設しました。
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申告・納税と一緒に日々の業務もデジタル化しませんか？
　税務手続のデジタル化と併せて、経済取引や業務もデジタル化することにより、事業者の方が日頃行う事務処
理の一貫したデジタル処理が可能となります。EDIやPeppolなどを活用して一貫したデジタル処理が実現する
ことで、事業者の方の生産性の向上に加え、経営の高度化が期待されます。
　ここでは、デジタル化による一貫した事務処理のイメージを紹介します。

デジタル化による一貫した事務処理のイメージ

EDIとは、「Electronic Data Interchange（電子データ
交換）」の略称で、企業などがコンピューターをネット
ワークで繋ぎ、企業間で伝票や請求書などを電子データ
で自動的に交換することです。
受発注業務がEDIにより標準化されることで、取引先ご
とに作成していた様式が不要となり、山積みになってい
た伝票などをデータで一元的に管理できるとともに、業
務効率化に伴うコスト削減や入力作業の省略による人的
ミスの軽減などの効果が期待されます。

EDIとは、「Electronic Data Interchange（電子データ
交換）」の略称で、企業などがコンピューターをネット
ワークで繋ぎ、企業間で伝票や請求書などを電子データ
で自動的に交換することです。
受発注業務がEDIにより標準化されることで、取引先ご
とに作成していた様式が不要となり、山積みになってい
た伝票などをデータで一元的に管理できるとともに、業
務効率化に伴うコスト削減や入力作業の省略による人的
ミスの軽減などの効果が期待されます。

Peppol（ペポル）は、電子化した請求書などの電子文書
をネットワーク上でやり取りするための「文書の仕様」、
「運用ルール」、「ネットワーク」に関する世界標準規格で
す。Peppolは世界的に利用されており、日本では、デジ
タル庁がPeppolをベースとしたわが国におけるデジタ
ルインボイスの標準仕様（JP PINT）の管理等を行ってい
ます。
Peppolを利用してデジタルインボイスを送受信するこ
とにより、経理等のバックオフィス業務の効率化が期待
できます。

Peppol（ペポル）は、電子化した請求書などの電子文書
をネットワーク上でやり取りするための「文書の仕様」、
「運用ルール」、「ネットワーク」に関する世界標準規格で
す。Peppolは世界的に利用されており、日本では、デジ
タル庁がPeppolをベースとしたわが国におけるデジタ
ルインボイスの標準仕様（JP PINT）の管理等を行ってい
ます。
Peppolを利用してデジタルインボイスを送受信するこ
とにより、経理等のバックオフィス業務の効率化が期待
できます。

企業間の振込電文について、固定長形式から国際標準
であるXML形式への移行が可能となり、EDI情報を拡充
したシステムであり、支払通知番号や請求書番号など、
多くの情報を自由に設定することができるようになりま
した。これにより、受取企業側での売掛金の消込作業が
効率化されるなど、事務負担の軽減が期待されます。

企業間の振込電文について、固定長形式から国際標準
であるXML形式への移行が可能となり、EDI情報を拡充
したシステムであり、支払通知番号や請求書番号など、
多くの情報を自由に設定することができるようになりま
した。これにより、受取企業側での売掛金の消込作業が
効率化されるなど、事務負担の軽減が期待されます。

●デジタル化による一貫した事務処理が実現した場合 ●デジタル化による一貫した事務処理がされていない場合

詳しくは国税庁ホームページ「事業者のデジタル化促進」コーナーをご覧ください。
上記のほか、年末調整の電子化や電子帳簿等保存制度など、デジタル化に役立つ施策・制度を紹介しています。

・手作業が減って、煩雑な業務から解放
・ミスが減って業務がスピードアップ
・本来やるべき業務に集中して売上アップ
・書類の保存コストが減少

・取引先毎にフォーマットが異なり、業務が煩雑
・転記ミス、入力ミス、書類の紛失等トラブルが発生デメリットメリット

足利税務署からのお知らせ
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足
利
税
務
署
で
は
、「
あ
ら
ゆ
る
税
務
手
続
が
税
務
署
に
行
か
ず
に
で
き
る
社

会
」の
実
現
に
向
け
、関
係
民
間
団
体
と
連
携
し
て
国
税
申
告
手
続
及
び
国
税
納

付
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
足
利
法
人
会
会
員
企
業
様
の
周
知
広
報
の
ご
協
力
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
両
毛
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
で
は
、ヤ
ク
ル
ト
レ
デ
ィ
の
販
売
用
バ
イ
ク
や
車
両
に
、足
利
市

清
掃
事
業
株
式
会
社
及
び
株
式
会
社
横
田
商
事
ほ
か
１
社
で
は
、廃
棄
物
収
集
車
両
に「
ス
マ
ホ
×

確
定
申
告
　
ス
マ
ー
ト
申
告
し
ま
せ
ん
か
？
」の
広
報
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
付
し
て
、走
る
広
告
塔
と

し
て
足
利
市
内
を
く
ま
な
く
巡
回
。ス
マ
ホ
申
告
の
利
用
拡
大
を
呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
足
利
小
山
信
用
金
庫
で
は
、

本
店
及
び
各
支
店
の
店
舗
内

に
設
置
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
を
使
っ
て
、国
税

庁
作
成
Ｃ
Ｍ「
今
っ
て
こ
ん
な

に
簡
単
！？
確
定
申
告
な
ら
ｅ

-

Ｔ
ａ
ｘ
」及
び「
国
税
・
地
方

税
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納

付
」を
放
映
。来
店
者
に
申
告
・

納
税
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
呼
び

か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

確
定
申
告
等
広
報
活
動
の
報
告

両毛ヤクルト販売株式会社

株式会社横田商事

足利清掃事業株式会社

足利小山信用金庫

レーヴィス栃木

走
る
広
告
塔
！ 

ス
テ
ッ
カ
ー
広
報

　
今
年
度
か
ら
新
た
に
、足
利
市
に
本
拠
地
を
置
く
Ｖ
リ
ー
グ
参
戦
中
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「
レ
ー
ヴ
ィ
ス
栃
木
」に
ご
協
力
い
た
だ
き
、手
作
り
ポ
ス
タ
ー
を
使
っ
て
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
試
合
会

場
で
ス
マ
ホ
申
告
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ポ
ス
タ
ー
は
ホ
ー
ム
コ
ー
ト
の
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ 

Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｅ 

Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
足
利
と
確
定
申
告

会
場
に
掲
載
し
、多
く
の
人
に
ス
マ
ホ
申
告
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

1

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
Ｃ
Ｍ
放
映

2Ｖ
リ
ー
グ
公
式
戦
で
地
元
バ
レ
ー
チ
ー
ム
と
Ｐ
Ｒ

3
国税庁e-Taxキャラクター

イータ君

足
利
税
務
署
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挨拶する板橋会長

講演する
三上足利税務署長

左前から小幡副部会長、亀山副部会長、鈴木部会長、帆足副部会長、フード
バンクあしかがの岩﨑さん、髙沢さん

左の絵と右の絵には相違点が
７か所あります。
見つかりますかな？

（答えは7ページにあります）

『 阿古屋 』

　
去
る
１
月
１４
日（
火
）に
足
利
税
務
署
長
講
演
会
お
よ
び
新
年
合

同
賀
詞
交
歓
会
を
ニ
ュ
ー
ミ
ヤ
コ
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
三
上
足
利
税
務
署
長
か
ら「
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
経
験
と
発

見
」と
題
し
、入
庁
前
の
自
身
の
大
け
が
と
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
経
験

で
人
生
が
変
わ
っ
た
こ
と
、そ
し
て
国
税
局
の
仕
事
と
同
時
に
美
術

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
い
る
こ
と
な
ど
の
経
歴
に
つ
い
て
話
さ

れ
た
。そ
の
後
、足
利
税
務
署
の
場
所
が
１
２
８
年
間
で
５
か
所
移
っ

て
い
る
歴
史
に
つ
い
て
、現
地
の
写
真
と
当
時
の
地
図
を
使
っ
て
講

演
さ
れ
た
。大
変
興
味
深
く
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、新
年
合
同
賀
詞
交
歓
会
で
は
、８５
名
と
多
く
の
方
々
の

出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
板
橋
会
長
の
新
年
の
挨
拶
、そ
の
後
、三
上
足
利
税
務

署
長
、早
川
足
利
市
長
、相
馬
足
利
商
工
会
議
所
会
頭
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
き
、来
賓
の
方
々
の
紹
介
が
さ
れ
ま
し
た
。和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、１
時
間
半
の
開
催
時
間
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
、鈴
木
暁
子
副
会
長
の
足
利
締
め
で
幕
を
締
め
ま
し
た
。

　
去
る
３
月
１３
日（
木
）あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
て
、28
名
の
理

事
の
方
々
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、令
和
６
年
度
第
３
回
理
事
会（
兼
常
任

理
事
会
）を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
議
概
要
は
、報
告
事
項
と
し
て
、①
令
和
６
年
度
下
半
期
の
事
業
執
行

状
況
及
び
会
計
検
査
結
果
に
つ
い
て
、②
会
員
増
強
運
動
の
結
果
に
つ
い
て

（
2
月
末
）報
告
し
、い
ず
れ
も
報
告
の
と
お
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
議
事
項
と
し
て
は
、①
令
和
７
年
度
第
１４
回
通
常
総
会
開
催
に
つ
い
て
、

②
令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て
、③
役
員
の
選
任
に
伴

う
意
向
調
査
結
果
に
つ
い
て
、④
健
康
経
営
推
進
委
員
会
に
つ
い
て
ご
協
議
い

た
だ
き
、い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。来
年
度
役
員
改
選
期
と

な
り
ま
す
が
、引
き
続
き
事
業
の
推
進
に
当
た
り
ま
し
て
、役
員
及
び
会
員
の

皆
様
の
益
々
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
足
利
法
人
会
女
性
部
会
で

取
り
組
ん
で
い
る
食
品
ロ
ス

問
題
に
つ
き
ま
し
て
、今
年

度
２
回
目
と
な
り
ま
す
食
料

品
等
の
寄
付
を
行
い
ま
し

た
。1
月
15
日（
水
）〜
17
日

（
金
）に
女
性
部
会
員
を
中
心

に
多
く
の
会
員
の
皆
様
か

ら
、ご
家
庭
に
あ
る
食
料
品

等
を
法
人
会
事
務
所
に
ご
提

供
い
た
だ
き
、
1
月
21
日

（
火
）鈴
木
女
性
部
会
長
、帆

足
・
亀
山
・
小
幡
副
部
会
長
か

ら
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
あ
し
か
が

の
髙
沢
代
表
及
び
岩
﨑
さ
ん

へ
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度 

第
３
回
理
事
会
の
開
催

食
品
を「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
あ
し
か
が
」へ
寄
付
し
ま
し
た

足
利
税
務
署
長
講
演
会
お
よ
び

　
　新
年
合
同
賀
詞
交
歓
会
の
開
催
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運
動
を
始
め
る
際
に
多
く
の
人
が
最
初
に
考
え
る
の
は
、ウ

オ
ー
キ
ン
グ
で
す
。実
際
、ス
ポ
ー
ツ
庁
が
令
和
５
年
度
に
実

施
し
た「
こ
の
１
年
間
に
行
っ
た
運
動
・ス
ポ
ー
ツ
の
種
目
」に

関
す
る
調
査
で
は
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
最
も
多
く
、ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
者
の
６０
．９
％
が
行
っ
て
い
ま
し
た
。た
だ
、「
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
し
よ
う
！
」と
決
意
し
て
も
、「
ど
れ
く
ら
い
歩
け
ば
い
い

ん
だ
ろ
う
？
」と
疑
問
に
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。特
に
よ
く
聞
く
の
が
、「
１
日
１
万
歩
、歩
か
な
い
と
い
け
な

い
の
？
」と
い
う
問
い
で
す
。こ
の
記
事
で
は
、そ
の
疑
問
に
つ
い

て
掘
り
下
げ
ま
す
。

　「
１
日
１
万
歩
」と
い
う
目
安
が
登
場
し
た
の
は
、２
０
０
０

年
に
厚
生
労
働
省
が
開
始
し
た
国
民
健
康
づ
く
り
運
動「
健

康
日
本
２１
」の
中
で
す
。こ
れ
は
少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
生

活
習
慣
病
の
予
防
や
健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
を
目
的
と
し
た

取
り
組
み
で
す
。身
体
活
動
量
と
死
亡
率
の
関
連
を
調
べ
た
疫

学
的
研
究
で
、週
２
０
０
０
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
分
の
運
動
を
し
て
い
る

人
の
死
亡
率
が
低
か
っ
た
こ
と
か
ら
、そ
れ
を
歩
数
換
算
し
て

１
日
１
万
歩
が
目
安
と
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、こ
の
研
究
は

１
９
８
６
年
の
も
の
で
、歩
数
と
死
亡
率
を
直
接
評
価
し
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
後
、「
健
康
日
本
２１
」は
定
期
的
に
改
定
さ
れ
、２
０
２

３
年
に
発
表
さ
れ
た「
健
康
日
本
２１（
第
三
次
）推
進
の
た
め

の
説
明
資
料
」で
は
、２０
〜
６４
歳
で
は
１
日
８
０
０
０
歩
、６５
歳

以
上
で
は
６
０
０
０
歩
を
目
標
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。１
万
歩
と
い
う
目
安
が
出
さ
れ
た
当
時
よ
り
も
、歩
数
と

死
亡
率
に
関
す
る
研
究
が
進
ん
で
お
り
、例
え
ば
、約
５
万
人

を
対
象
と
し
た
国
内
の
研
究（
※
参
考
文
献
）で
も
、歩
数
が

増
え
る
ほ
ど
死
亡
率
は
低
下
し
ま
す
が
、６０
歳
以
上
で
は
１
日

６
０
０
０
〜
８
０
０
０
歩
、６０
歳
未
満
で
は
８
０
０
０
〜
１
万

歩
で
効
果
の
頭
打
ち
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

「
１
日
１
万
歩
」よ
り
も
少
な
い
歩
数
で
十
分
な
健
康
効
果
が

得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、目
標
歩
数
に
達
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
目
標
は
最
終
的
な
目
標
で
あ
り
、ま

ず
は
自
分
の
現
在
の
歩
数
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。歩
数
計

や
携
帯
電
話
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
え
ば
簡
単
に
測
定

で
き
ま
す
。最
近
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は
標
準
で
歩
数
計
測

機
能
が
備
わ
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
た
め
、自
分
が
普
段
ど
れ

く
ら
い
歩
い
て
い
る
の
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
、現
状

か
ら
１
０
０
０
歩
増
や
す
こ
と
を
最
初
の
目
標
に
設
定
す
る
の

が
お
す
す
め
で
す
。こ
れ
は
１
日
１０
分
間
に
相
当
し
ま
す
。い
き

な
り
高
い
目
標
を
設
定
す
る
と
、け
が
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
、続

け
る
意
欲
が
削
が
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、最

初
は
普
段
よ
り
１
０
０
０
歩
多
く
歩
く
こ
と
か
ら
始
め
る
の

が
良
い
で
し
ょ
う
。

　
建
設
業
は「
地
図
に
残
る
仕
事
」と
、大
手
建
設
会
社
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、当
社
も
今
ま
で
に
施
工
し
た
建
物
や
構
造
物
が
足

利
市
内
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、足
利
高
校
の
体
育
館
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
３
社
Ｊ
Ｖ
の

仕
事
で
し
た
が
、屋
根
は
張
弦
梁
の
鉄
骨
構
造
、外
壁
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
ち
放
し
仕
上
げ
で
、全
長
約
１
０
０
ｍ
の
大
き
な
建
物
で
す
。

過
去
に
施
工
し
た
場
所
を
通
る
た
び
に
施
工
当
時
を
思
い
出
し
、感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、中
に
は
仕
上
げ
が
納
得
い
か
な
か
っ
た
箇
所
や
、手

直
し
部
分
な
ど
も
あ
り
、近
く
を
通
る
た
び
に
苦
い
思
い
出
と
し
て
蘇
り

ま
す
。

　
善
か
れ
悪
し
か
れ
、今
ま
で
や
っ
て
き
た
仕
事
が
形
と
し
て
地
面
の
上

に
記
録
さ
れ
何
十
年
も
残
り
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
地
図
に
残
る
仕

事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。最
近

は
、そ
う
い
う
苦
い
思
い
出
も
含
め
て

懐
か
し
く
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。こ
れ
も
歳
の
せ
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
も
恥
ず
か
し
く
な

い
仕
事
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
、あ

ら
た
め
て
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
で
法
人
会
の
理
事
を
退
任
と

な
り
ま
す
が
、長
い
間
お
世
話
に
な
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
筆
者
紹
介

　
一
般
社
団
法
人Ｌｕ

ｍ
ｅｄｉａ

　
誰
に
と
っ
て
も
わ
か
り
や
す
い「
正
し
い
医
療
情
報
」を
届
け

た
い
と
い
う
思
い
で
設
立
。医
師
主
導
で「
科
学
的
根
拠
の

あ
る
医
療
情
報
」を
届
け
る
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト「Ｌ

ｕ
ｍ
ｅ

ｄｉａ

（
ル
メ
デ
ィ
ア
）」を
運
営
し
て
い
る
。

「
地
図
に
残
る
仕
事
」

会
員
寄
稿
コ
ー
ナ
ー（
十
三
）

公
益
社
団
法
人
足
利
法
人
会

　
　 

常
任
理
事

　真
　
秀
　
　
徹

　
　
　 ﹇
株
式
会
社 

真
進
建
設

　代
表
取
締
役
﹈

目標10,000歩
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新規加入法人 業　　種 代  表  者 住　　所

①障子の紋（中上） ②侍のさかやき（右上） ③障子の柄（右上） ④三味線の糸巻きの位置（右上） ⑤阿古屋の着物の柄（左中） 
⑥阿古屋の目線（中央） ⑦影（下）

間違い探しの答え

㈱尊氏工業
㈲清宮シール
㈱ねこの杜
㈱大和興業
㈱クラフト
㈱大麦工房ロア
（同）HANDA HOLDING
㈱特殊発條製作所
㈲飯清塗装店
㈱アンシャンテ
坂本荷役㈱
㈱山田建設
㈲和田製作所
小林特殊印刷㈲
㈱小林興業
（福）全国重症心身障害児（者）を守る会
㈱ホクシン
㈱セーニャ
㈲鹿沼工業
㈱コルダエンターテイメント
㈲石川自動車修理工場

建設業
印刷業
訪問介護業
解体工事業
内装工事業
菓子製造業
プラスチック成形業
各種スプリング製作及び金属加工業
塗装業
サービス業
運送業
建設業
金属製品製造業
印刷業
重量式工
社会福祉法人
建設業
衣料品製造販売業
ドア製造加工業
イベント企画
自動車整備業

足利市柳原町859
太田市原宿町3648-3
足利市山川町90-6
桐生市境野町6-304-1
足利市小俣町541
足利市大月町3-1
足利市大久保町1245-1
足利市福富新町768
足利市八椚町81
足利市寿町18-22
足利市福富町1835-1
足利市福居町430-6
足利市粟谷町627
足利市山川町67-1
足利市上渋垂町284-15
足利市大沼田町615
足利市上渋垂町951-10
足利市伊勢町1-6-24
足利市堀込町3008-1
足利市堀込町2945-9
足利市八椚町83-7

小松原　大　夢
清　宮　　　誠
田米開　裕　樹
大　澤　秀　和
田　中　浩　一
浅　沼　誠　司
半　田　ジュリオ
森　元　　　泉
飯　塚　和　子
安　藤　幸　夫
坂　本　怜　生
山　田　俊　明
和　田　英　夫
野　崎　裕　実
小　林　雅　城
倉　田　清　子
森　　　尚　久
小　林　康　秀
鹿　沼　直　之
萩　原　史　明
石　川　　　明

宜しくお願いします 令和6年12月1日～令和7年2月28日新規会員のご紹介

無料インターネットセミナーの利用方法

1 足利法人会ホームページ　
www.acs-net.jpに
アクセス

他にも６００タイトル以上のセミナーが無料で受講できます。3月の公開予定のお勧めセミナー

2 「インターネットセミナー」の
バナーをクリック

ココを
クリック

3 下記を入力し、ログイン

ログインID：0713
パスワード：2866

ココを
クリック

小宮山 真吾
ソフィアブレイン代表 / ビジネスコーチ
ECコンサルタント

講　師 高宮 暉峰
書道家 / 書道師範

講　師 ふくだ 友子
人材育成コンサルタント

講　師 

人生のチャンスの掴み方書く機会が減った
今だからこそ

AIで仕事のスピード革命
ChatGPTを有効活用！

足利法人会の会員企業の皆様ならどなたでも無料で６００タイトル以上のインターネットセ
ミナーを受講いただけます。昨年は1カ月当たり約６８０件のアクセスがあり大変好評です。
経営革新・事業継承、労務、税務・財務・経理、人材育成、接客から環境・高齢化、健康・ライフ
スタイル、危機管理など様々なカテゴリーのセミナーをご覧いただけます。
ぜひ下記の手順でご覧ください。



法
人
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和 

7
年
度 

主
な
行
事
予
定

※
広
報
紙「
法
人
会
だ
よ
り
」を
年
４
回（
４
月・８
月・１１
月・１
月
）発
行
予
定
。

※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
事
務
局
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

令
和 

7
年

５
月
１3
日（
火
） ｅ‒

Ｔａｘ
利
用
促
進
研
修
会

　
　
１4
日（
水
） 
決
算
期
別
法
人
税
等
説
明
会

　
　
２1
日（
水
） 
第
１
回
理
事
会

６
月
１1
日（
水
） 
新
設
法
人
説
明
会

　
　
１２
日（
木
） 
法
人
会
第
１4
回
通
常
総
会

　
　
２7
日（
金
） 
県
法
連
第
１3
回
通
常
総
会

５
月
・６
月
 

租
税
教
室
講
師
派
遣

８
月
２7
日（
水
） 
決
算
期
別
法
人
税
等
説
明
会

　
　
下
旬
 

優
良
映
画
鑑
賞
会

9
月
１8
日（
木
） 
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム【
北
海
道
大
会
】

１０
月
１5
日（
水
） 
改
正
税
法
説
明
会

　
　
１６
日（
木
） 
法
人
会
全
国
大
会【
高
知
大
会
】

　
　
下
旬
 

県
法
連
会
員
研
修
会
　
　

１１
月
上
旬
 

織
姫
神
社
清
掃
奉
仕

　
　
上
旬
 

第
２
回
理
事
会

　
　
１1
日（
火
） 
決
算
期
別
法
人
税
等
説
明
会

　
　
中
旬
 

納
税
表
彰
式

　
　
１9
日（
水
） 
年
末
調
整
説
明
会

　
　
21
日（
金
） 
全
国
青
年
の
集
い【
山
梨
大
会
】

　
　
下
旬
 

一般
公
開
講
演
会
　

　
　
下
旬
 

税
制
改
正
提
言
書
提
出

１２
月
9
日（
火
） 
新
設
法
人
説
明
会

　
　
１2
日（
金
） ｅ‒

Ｔａｘ
利
用
促
進
研
修
会

令
和 

8
年

１
月
１４
日（
水
） 
新
年
合
同
賀
詞
交
歓
会
及
び
新
春
講
演
会

２
月
１2
日（
木
） 
決
算
期
別
法
人
税
等
説
明
会

３
月
上
旬
　
 
第
３
回
理
事
会

法人会だよりに

【日　時】　令和7年 6月12日（木） 午後4時～
【会　場】　ニューミヤコホテル 3F
　　　　　　　（総会終了後の懇親会を予定しています。）

会員の皆様の参加をお待ちしています。

公益社団法人 足利法人会 第14回通常総会の開催

※５月中に会員の皆様に、ご案内状を送付いたします。

出欠のご回報と、欠席される場合は
委任状の提出をお願いいたします。

　年間４回発行している「足利法人会だより」
に折込広告を募集いたします。皆様が作成し
た広告（Ａ４かＡ３に限る）を法人会だよりの封
書に同封いたします。
　同封手数料及び郵送料の一部負担として
Ａ４で２万円（税別）の負担金をいただきます。
　詳しくは、法人会事務局へお問い合わせく
ださい。

会社のPRや商品紹介にどうぞ！

広告 ？を出して
みませんか

会員の皆様へ

公益社団法人
足利法人会

■発行所／

■発行人／会長  板橋 信行　■広報委員長／尾花 正一　■印刷デザイン／足利印刷㈱

〒326-0801 栃木県足利市有楽町835番地（商工会議所北事務所内）
TEL 0284-43-2866  FAX 0284-43-2867

http://www.acs-net.jp/̃ashihou/ asihou＠watv.ne.jp

●●●会社名、代表者、所在地、資本金等の変更がありましたら、法人会事務局にご連絡ください。●●●
本製品は、①適切に管理されたFSC®認証林およびその他の管理
された供給源からの原材料で作られた紙を用いて「森林資源保全」
に配慮して、②GP認定工場で印刷し、発行しています。

法人会は、健全な納税者の団体、
良き経営者を目指す者の団体です。

1 税に関する各種研修　
2 異業種交流や情報取得
3 地域社会への貢献活動
足利法人会では、新会員を募集しています。
会員の皆様のお知り合いの方をご紹介ください。

新会員募集のお知らせ


